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変更原案の主な変更点変更原案の主な変更点

2. 本明川ダム事業の変更
　平成 25 年 5 月水道事業者よりダム事業参画継続の意志なしとの回答があり、新規利水の目的がな

くなったことによるダム規模の縮小を考慮し、今回、変更原案に反映しました。

 

 変更前  変更後 

1. 河川区域の変更
　諫早湾干拓事業が平成 20 年 3 月に完了し、同年 4月 25 日付で諫早湾干拓調整池が河川指定され

河川区域が変更になり、幹川流路延長が 21km から 28km へ、流域面積が 87km2 から 249km2 に変更

となったことから、今回、変更原案に反映しました。

新たに国管理区間になった範囲
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6. その他
　平成 17 年以降の河川情報、統計情報等の追加・更新及び水防法等に伴う内容の充実を図るため、

今回、変更原案に追加しました。

5.危機管理
　近年、全国的に豪雨や台風による甚大な被害が発生していることから、計画規模を越える洪水等

が発生した場合や整備の途上で施設能力を越える洪水等が発生した場合でも浸水被害の最小化が図

られるようにするため、今回、変更原案に追加をしました。

桂川(京都市嵐山）
Ｈ25　台風18号 (9月）

Ｈ27　台風17・18号（９月）

鬼怒川（茨城県常総市）

1 時間降水量 50mm 以上の年間発生回数（1000 地点あたり）
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平均 228回

4. 堤防の安全性
　平成 24 年 7 月の九州北部豪雨では福岡県柳川市、みやま市、筑後市、

八女市を流れる矢部川や大分県日田市を流れる花月川で堤防決壊が発

生し、その要因は河川水の浸透による基盤からの漏水や洪水の浸食作

用によるものでした。

　本明川においても、洪水時の降雨及び河川水の浸透による堤防（堤

体及び基礎地盤）の法すべり又はパイピングを防止するため、また、

洪水時の流水の浸食作用により堤防が洗掘され、流出することを防止

するため、堤防の耐浸透機能及び耐浸食機能について安全性の照査を

行い必要な対策を行うことから、今回、変更原案に追加をしました。
矢部川　右岸 7k300 付近堤防決壊

矢部川 右岸 7ｋ300 付近堤防決壊

3. 地震・津波への対応
　平成 23 年 3 月の東北地方太平洋沖地震の発生を受け、津波・地震に

関する法整備や基準づくり等が進められています。

　本明川においても、大規模な地震が発生した場合に河川管理施設と

して必要な機能を確保するために、堤防や水門等の河川管理施設の耐

震性能を照査し、必要な対策を行うことから、今回、変更原案に追加

をしました。

地震による堤防の被災状況

阿武隈川上流部






















